
損害一覧表（Ｆ） 別紙２

原告らの主張 計算式等 証拠 認定額 計算式等
遅延損害金
起算日

1 治療費 ¥86,188 甲Ｃ２８，２９ ¥86,188 Ｃ

2 付添看護費用 ¥7,616,000
日額8000円×入院期間952日（平成２４年１１月８日
～平成２７年６月１７日）

¥7,616,000 同左 Ａ

3 退院後死亡までの自宅看護費用 ¥15,140,000
日額20000円×757日（平成２８年１１月３０日～平成
３０年１２月２７日）

¥11,355,000 日額15000円×757日 Ａ

4 入院雑費 ¥1,904,000 日額2000円×入院日数952日 ¥1,428,000 日額1500円×952日 Ａ

5 交通費（原告Ｃ分，半額） ¥395,250 往復1020円×１か月当たり25日×31カ月÷2 ¥395,250 Ａ

6
付添等のための渡航費用（原告
Ｃ航空券代，半額）

¥248,854

｛69390円（平成２４年１１月８日）＋97830円（平成２
５年８月１７日）＋95316円（同年９月１日）＋65830
円（平成２６年９月１８日）＋76802円（平成２７年３月
１４日）＋93540円（平成２８年７月１０日）｝÷２

¥34,695 最初の一回分のみ。 Ａ

7
交通費（退院後，再度入院した
際のもの）

¥21,080 甲Ｃ３７，３８ ¥21,080 Ａ

8 装具代等 ¥128,421
甲Ｃ３０～３
３，３５

¥128,421 Ｃ

9 葬儀関連費用 ¥1,044,304 甲Ｃ３９～４３ ¥1,044,304 Ｂ

10
医学的調査費用（医師意見書，
私的鑑定費用。半額）

¥266,961
（鑑定費用433922円＋医学的意見費用100000円）
÷2

甲Ｃ１３ ¥0

11 通訳費用（半額） ¥409,330 ¥0

12 死亡による逸失利益 ¥28,134,671
4796800円（平成２６年度賃金センサス(男女学歴
計））×8.379（就労可能年数４９年に対応するライプ
ニッツ係数)×0.7（生活費控除率３０％）

¥27,665,948

4972000円（死亡時（平成３０年）の賃金センサス（男
女学歴計））×10.1170（就労可能年数４９年（当時６
才）に対応するライプニッツ係数）×0.55（生活費控
除率４５％）

Ｂ

13 傷害慰謝料 ¥9,840,000
９５２日間の入院期間に対応する入院慰謝料(医師
と患者の非代替性から２倍）

¥4,400,000
９５２日間の入院期間に対応する入院慰謝料として
は左が相当。

Ａ

14 後遺傷害慰謝料 ¥20,000,000

15 死亡慰謝料 ¥20,000,000

16 損益相殺（産科医療補償制度） ¥0 ¥-30,000,000

小計 ¥105,235,059 ¥52,174,886

17 弁護士費用 ¥6,300,000 請求額小計の６％ ¥3,000,000 A

合計 ¥111,535,059 ¥55,174,886

遅延損害金起算日について

Ａ　平成２９年６月２２日　（訴状送達の翌日）
Ｂ　令和元年５月２８日　（訴えの変更申立書送達日の翌日）
Ｃ　令和２年４月２日　（請求の趣旨の拡張申立書の送達日の翌日

¥28,000,000 Ｂ


